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７．事業所の経営について 組合員のしおり P17-24

1）事業計画と予算に作成

2）1ヶ月の活動

3）会計実務に関連して

4）健全経営と経営指標

5）年度末配当

本日のテーマ
P17－19



組合員のしおり P17

全組合員経営から社会連帯経営へ①

「全組合員経営」
とは？？

「社会連帯経営」
とは？？



協同労働の協同組合原則

第3原則 職場と地域の自治力を高め、社会連帯経営を発展させます

（1）全組合員経営を進めます

①働く人は、基本的に全員が出資し、組合員となり、出資口数にかかわり
なく「一人一票」で経営に参加します。

②組合員は、「話し合い」と「情報の共有」を 大切にし、事業計画を定
め、事業経営を発展させます。

③組合員は、役員やリーダーを基本的に組合員の中から選び、お互い
に協力し合います。



協同労働の協同組合原則

第3原則 職場と地域の自治力を高め、社会連帯経営を発展させます

（2）社会連帯経営を発展させます

①組合員と利用者・地域の人びとが、地域づくりの主体者としての連帯性
を強め、仕事を おこします。

②地域全体を視野に入れ、全ての世代を結んで地域づくりのネットワー
クを広げます。

③当事者・市民主体の豊かな公共をめざし、自治体・行政との協同の
関係を築きます。



組合員のしおり P17

全組合員経営から社会連帯経営へ②

「全組合経営」を進めるために

●会議への参加

●情報の共有

（意志決定の場への参加）

（可能な限りの）

★１人１票

★協同組合の民主主義

実現



1）事業計画と予算の作成

組合員のしおり P17-18



2）１か月の活動（1ヶ月運動）

組合員のしおり P18

経営評価は月単位で行います①

◎月２回以上の全組合員会議を開催◎

① 団会議

② 経営を考える日

必要に応じて、現場別の
団会議等も開催します



組合員のしおり P19

経営評価は月単位で行います②

2）１か月の活動（1ヶ月運動）

1ヶ月運動とは、組織（団）づ
くり、事業経営、総務経理（実
務）、地域づくりや社会連帯な
どの取組みを、1ヶ月単位を節
目として、運営状況および到達
点を確認して評価し合うこと。

◎評価軸に据えること

• 働く仲間の「気づき」、「変化・成長」に価値をおく。
• 日報・週報・月のまとめの活用。
• 経営の主体性、経営をすべての組合員の「我がことに」する。



事業所「1ヶ月運動」のサイクル（参考：モデル事業所活動）

組合員のしおり P18



◇会議に準備する資料①

組合員のしおり P19

①1か月の活動のまとめ

● 事業所長が作成

● 団会議（全組合員会議）で
説明・報告

● 当初の計画と比較評価

②週の活動のまとめ（週報）

● 組合員が作成（所長含む）

● 組合員間の情報共有・団会議
で活用・報告

● 本部・事業本部との情報共有



◇会議に準備する資料②

組合員のしおり P19

③予実実績対比報告書（予実）

● 事業所長や経理担当者・現場
責任者などが作成

● 経営の速報値を現場・事業所
で共有
（経営実績の確定値は翌20日）

● 予算と実績を比較し、差異の原
因を把握する

● 次月以降の計画に反映・修正さ
せる


